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ご
挨
拶

　

わ
が
国
で
は
、
長
寿
化
と
高
齢

化
の
進
展
に
伴
っ
て
、
認
知
症
高

齢
者
が
増
大
し
つ
つ
あ
り
、
団
塊

の
世
代
が
7
5
歳
以
上
と
な
る
2

0
2
5
年
に
は
7
0
0
万
人
以
上

に
な
る
と
予
想
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
6
5
歳
以
上
の
高
齢
者

の
う
ち
、
5
人
に
1
人
が
認
知
症

に
罹
患
す
る
計
算
と
な
り
ま
す
。

あ
き
る
野
市
も
例
外
で
は
な
く
、

高
齢
者
夫
婦
の
二
人
暮
ら
し
世
帯

や
高
齢
者
の
単
身
世
帯
、
認
知
症

の
夫
（
も
し
く
は
妻
）
が
認
知
症

の
配
偶
者
を
介
護
す
る
認
認
世
帯

な
ど
、
私
た
ち
も
日
々
の
臨
床
の

中
で
そ
の
傾
向
を
実
感
し
て
お
り

ま
す
。

　

認
知
症
は
誰
で
も
発
症
す
る
可

能
性
の
あ
る
病
気
で
す
の
で
、
予

防
及
び
早
期
診
断
・
早
期
治
療
が

大
切
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
の

た
め
に
は
社
会
全
体
で
の
取
り
組

み
も
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
か
ら
国
は
「
認

知
症
の
人
の
意
思
が
尊
重
さ
れ
、

で
き
る
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
の

よ
い
環
境
で
自
分
ら
し
く
暮
ら
し

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
を
実

現
す
る
」
た
め
に
、
2
0
1
5
年

1
月
に
「
新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン

（
認
知
症
施
策
推
進
総
合
戦
略
）
」

を
発
表
し
て
い
ま
す
。
そ
の
主
な

政
策
の
一
つ
と
し
て
認
知
症
疾
患

医
療
セ
ン
タ
ー
の
設
置
が
あ
り
ま

す
。

「
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
」

と
は
、
認
知
症
患
者
と
そ
の
家
族

が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

生
活
で
き
る
た
め
の
支
援
の
一
つ

と
し
て
、
都
道
府
県
や
政
令
指
定

都
市
が
指
定
す
る
医
療
機
関
に
設

置
す
る
も
の
で
す
。

当
院
は
、
平
成
2
9
年
6
月
1
日

　

認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー

「
も
の
忘
れ
外
来
」
に
伴
っ
て
、

専
用
の
相
談
窓
口
が
あ
り
ま
す
。

　

受
診
前
に
聞
い
て
お
き
た
い
こ

と
が
あ
っ
た
り
、
不
明
な
点
や
、

本
人
が
受
診
を
拒
ん
で
い
て
お
困

り
に
な
っ
て
い
る
ご
家
族
様
か
ら

の
相
談
等
に
、
精
神
保
健
福
祉
士

や
看
護
師
が
対
応
し
て
お
り
ま
す
。

　

ご
相
談
が
あ
る
方
は
、
あ
き
る

台
病
院
へ
電
話
し
、
「
認
知
症
の

相
談
が
あ
る
」
と
言
っ
て
い
た
だ

け
れ
ば
、
専
門
部
署
へ
転
送
さ
れ

相
談
を
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

ま
た
、
直
接
お
い
で
い
た
だ
く
時

は
、
医
療
福
祉
相
談
室
ま
で
お
い

で
頂
け
れ
ば
対
応
い
た
し
ま
す
。

　

 

副
セ
ン
タ
ー
長 

P
S
W
：
小
河
原

東
京
都
の
指
定
を
受
け
、
認
知
症

疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
を
開
設
い
た

し
ま
し
た
。
当
セ
ン
タ
ー
の
役
割

と
し
て
は
、

・
専
門
医
療
相
談
の
実
施

・
認
知
症
疾
患
に
関
す
る
鑑
別
診

  

断
と
そ
の
初
期
対
応

・
身
体
合
併
症
、
周
辺
症
状
（
行

  

動
・
心
理
症
状
）
へ
の
対
応

・
保
健
医
療
・
介
護
機
関
等
と
の

  

連
携
推
進

・
地
域
保
健
医
療
・
介
護
関
係
者

  

へ
の
研
修

・
情
報
発
信

 

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

地
域
に
お
け
る
認
知
症
疾
患
の
保

健
医
療
水
準
の
向
上
を
目
指
し
て
、

認
知
症
の
方
も
そ
の
家
族
も
安
心

し
て
生
活
で
き
る
地
域
づ
く
り
の

お
役
に
立
て
れ
ば
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
あ
き
る
野
市
の
身
近
な
医

療
機
関
と
し
て
、
お
気
軽
に
ご
相

談
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。

 

あ
き
る
台
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
中

あ
き
る
台
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
で
は
、
お
年
寄

り
の
方
々
と
楽
し
く
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

※

詳
し
く
は
医
療
福
祉
相
談
室
ま
で

さつき薬局
　　　　   秋川店

介護用品・一般薬品・保険調剤

０４２５－５８－８４１６
  （あきる台病院すぐ前）

月・火・水・木・金　９：００～１８：３０
　　　　　　　　土　９：００～１３：００
        ※日曜・祭日はお休みです

（あきる台病院ホームページ　http://www.akirudai-hp.or.jp/）

（グループホーム滝山）

あきる台クリニック

※あきる台病院：JR五日市線 秋川駅北口下車徒歩６分

秋川駅

至八王子

至五日市

 ○
東急

デニーズ 
　　　○

○
キララ
　ホール

■
■

■

あきる台病院

グループホーム秋川

あきる台
在宅医療福祉センター

○

  

市
役
所

○
○

○

青
山

ト
ヨ
タ

さ
つ
き
薬
局

至 拝島駅→

○交番

五日市街道

北口

※あきる台在宅医療福祉センター
　　　　　　　 JR五日市線 秋川駅北口下車徒歩９分

駅
前
通
り

至青梅

滝
山
街
道

 

認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー

 
 

　
　
　
　

東
京
都
指
定
（
地
域
連
携
型
）

　
　
　
　
　
　
　

～
セ
ン
タ
ー
長 

医
師
：
須
甲
陽
二
郎
～

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ



介 護 を 学 ぶ な ら

 介護職員初任者研修・介護職員実務者研修

あきる台病院  介 護 学 院

人間ドック

あきる台病院　健診センター

皆様の健康を、心・身・社会の観点から多角的に
チェック・確認し、適切なサービスで支援します

確かな技術
　快　適　性
　　安　　　心

     □ お問い合わせ・ご予約はこちらまで □
ＴＥＬ：０４２－５５９－５４４９／２９４３（直通）

　　　 □ お問い合わせ □
ＴＥＬ：０４２－５５０－６１０２
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（あきる台病院ホームページ　http://www.akirudai-hp.or.jp/）

行方不明者捜索訓練
あきる台病院が行う多くの訓練の中の一つである大規模な捜索訓練

　行方不明捜索訓練について

○高齢化が進む現代、認知症による行方不明のニュースを

   多く耳にします。あきる野市の一斉放送でも、頻繁に高齢

   者の行方不明　 捜索に関して、協力要請があります。当

   法人では、認知症対応型グループホーム（3ユニット27名）

   を運営していることもあり、万が一、行方不明者が発生した

   場合や、地域の行方不明者発生時の協力なども視野にい

   れつつ、年2回、行方不明者捜索訓練を実施しています。

   平成29年第1回の行方不明捜索訓練を実施しましたので、

    ご報告します。

○平成29年6月7日(水)、14時訓練開始。

　 今回は病棟から行方不明者が出た想定で行いました。

　 14時　行方不明発生。14時10分　行方不明者発生に気

 　付く。全館放送及び連絡網で捜索協力要請。発見時間14

　 時40分

　 本部人数　　　8名　　捜索協力者数　22名　自転車貸し

   出し者数　11名 今回の訓練も、法人内の多くの部署から

   協力がありました。

　当法人の行方不明者捜索として重要ポイントにしていることは①初動捜索　②捜索本部の立ち上げ　③情報の共

  有です。過去の訓練から、捜索に協力してくれる職員が大勢集まっても、行方不明者情報の不足や、指示を出す

  本部自体が機能しないと、無駄な動き（捜索範囲が二重になる等）が多くなってしまう教訓からこの3つを重要ポイ

  ントに挙げています。

 ①初動捜索には、本部の指示を待たずに動ける遊撃隊を組織し対応に当たれるようにしました。

 ②情報の共有には、法人内のPC上のネットワークシステムを活用し、行方不明者情報を取り出せるようにしました。

 ③本部に関しては訓練前に本部立ち上げ訓練を実施し、本部運営ができる職員を増やすようにしました。

　  まだまだ、課題は多いですが、今回の訓練では前回よりスムーズに本部が立ち上がり、行方不明者を見つけ出す

  事が出来ました。今後もこうした取り組みを継続させ、認知症の方が万が一行方不明になったとしても、見つけられ

  る仕  組み作りや、地域の見守り活動の一員としても、努力していきたいと思っています。

                                                                                      あきる台グループホーム秋川　管理者　深川


